
2004年7月にAEDを誰もが使えるようになってから20年。関連諸団体はAED20周年記念実行委員会を設立し、さまざまな啓発活動
を展開しています。2024年7月に読売新聞「医療ルネサンス」が「AED解禁20年」というタイトルで5回の連載記事を掲載しました。
今回、シリーズ第5回に掲載された公益財団法人日本AED財団理事長　三田村秀雄氏のメッセージを、より多くの人に伝えるため、
読売新聞の許可を得てリーフレット化しました。（記事作成・読売新聞記者　鈴木恵介）

AEDを誰もが使えるようになって
20年もっと使える・
もっと救える社会を目指して

愛知万博では心停止を起こした5人中4人が、また東京マラソンでは11人中11人全例がAEDで救命されました。そしてこの20年間に
市民のAEDによる救命数は8000を超えました。しかし救える命はもっとあります。AEDを使うことが当たり前の世の中を、皆様と共に
目指して行きたいと考えています。 公益財団法人日本AED財団　協力：読売新聞
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